
様式第4号(1)
	件名
平成３０年度　第４回モータ・パワエレ・水素エネルギー研究会について

	このことについて、次のとおり  
              　  　　　　　　　　　　　　　　開催実績を報告　　してよいか伺います。
                                                                します。


	 理事長  ○
 専務理事  ○
 
	新産業振興部長

	ＣＣＯ
	IoT・技術支援ＧＬ

	起案者
 　 黒田

	 合  議
 決裁後回覧
	
	
	ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ　大和

	IoT・技術支援Ｇ
主任調査役


	起 案 年 月日
	平成３１年　２月２６日
	　第１ガイド
	

	決 裁 年 月日
	平成    年　　月　　日
	　第２ガイド
	

	施 行 年 月日
	　平成　　年　　月　　日
	 フォルダー名
	

	開示・非開示区分
	１ 開示　２ 部分開示　３ 不開示
	　
　保存期間
	１１年以上・
１０年　・　５年
　３年　・　１年

	不 開 示 情 報
	
	
	

	不 開 示 理 由
	
	
	

	(施行上の取扱い)    
	 親展　至急　例規　公印省略　直接
 郵便（普通・書留・速達・配達記録・配達証明・内容証明）
 電気通信回線（電子メール・ＦＡＸ）


公益財団法人　埼玉県産業振興公社起案用紙（甲）
起案理由
　次世代自動車支援センター埼玉における研究開発の支援として、平成３０年度第４回モータ・パワエレ・水素エネルギー研究会を開催しましたので、開催実績を報告します。なお、満足度は９３．８％と高い結果となりました。
記
１　開催概要

（１）開催日時　　平成３１年２月６日（水）１３：３０～１７：００
（２）開催場所　　新都心ビジネス交流プラザ　４階　会議室Ⅽ
（３）参加者　　社・名（別紙セミナー参加者リスト参照）
（内訳）

	内容
	対象
	研究会
コア企業
	産業部会
会員
	一般企業
機関・個人
その他
	外部AD
企業・大学・SAITEC
	計

	
	
	社
	人
	社
	人
	社
	人
	社
	人
	社
	人

	研究会
(討論)
	研究会会員
	6
	6
	　
	　
	　
	　
	8
	19
	14
	25

	セミナー
	一般
	　
	　
	8
	10
	10
	12
	　
	　
	18
	22

	
	
	
	
	
	
	
	
	合計
	32
	47


（４）アンケート結果　　添付資料１のとおり
（５）配布資料　　　　　添付資料２のとおり

２　研究会内容の報告　　ＷＥＢページ（案）のとおり
　３　実施報告書　　　　　ＷＥＢページ（案）のとおり
平成３０年度　第４回 モータ・パワエレ・水素エネルギー研究会を開催しました(２月６日)
日時：２０１９年２月６日（水）１３：３０～１７：００
場所：新都心ビジネス交流プラザ４階　会議室Ｃ
次世代自動車支援センター埼玉では、県内の自動車産業に関わる企業の技術開発力強化を支援するため「モータ・パワエレ・水素エネルギー研究会」を開催しております。
　近年、ＥＶやハイブリッドなどさまざまな方式の自動車が実用化されていますが、今回の技術セミナーでは、「最新のパワエレ技術」をテーマに２名の講師を迎え、「自動車電動化コンポーネント技術の要点と将来課題」と「WBGパワー・デバイスを使用した短時間過負荷対応モジュール」について講演していただきました。
　日立オートモティブシステムズ株式会社の宮崎英樹主管技師は、電動化コンポーネントであるモータ・インバータ・バッテリと、関連する制御・充電器等の技術に関し要点を紹介し、将来のコンポーネントが目指すシステム指向・モジュール化に向けた課題を議論。サンケン電気株式会社の谷澤秀和氏には、同社が着目している短時間過負荷に対応した小型なパワーモジュールの技術や熱解析技術などを紹介していただきました。
　第一部の技術セミナーには、４６名（３０社）が参加。アンケートでは、特に参考になった情報として「電動化コンポーネントのモジュール化」「SiとSiCの性能・機能の比較が数値データで示されていたため、分かりやすかった」等が挙げられました。
第1部 ＜技術セミナー＞　
講演１「自動車電動化コンポーネント技術の要点と将来課題」　　
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日立オートモティブシステムズ株式会社
パワートレイン技術開発部　
主管技師　宮崎　英樹　氏　　　　
【プロフィール】１９８３年、株式会社日立製作所日立研究所に入社。インバータの回路・デバイスの技術を研究し、家電・産業・電力・自動車の分野でインバータ製品の開発に従事。２０１１年、日立オートモティブシステムズ株式会社に異動し、現在まで電動化の先行開発に従事。モータ・インバータ技術と共に、制御・ソフト、モデリング等の技術開発に携わる。
講演２「WBGパワー・デバイスを使用した短時間過負荷対応モジュール」　
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サンケン電気株式会社　
プロセス技術統括部
谷澤　秀和　氏
【プロフィール】２００４年、サンケン電気株式会社に入社後、パワー半導体のパッケージ設計に従事。２０１２年よりNEDOプロジェクトに参加し、SiC高温実装技術の研究に従事。現在はSIP（戦略的イノベーション創造プログラム）に参加。
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第2部 ＜技術討論会及び研究会会員企業の得意技紹介＞　
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